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第 2幸 美鼓材料及び実験方法
第 1節 実 験 材 料
使用菌株,培地, シリコーン被覆スライ ド (以下
SS), ガラスキャップ付試験管,被検薬剤等実験材料
は前第 12)に記載したと同様である｡
第2節 実 験 方 法
実験群の構成 :図 1の様に前篇12)と同じ構成で,各
試験管の薬剤濃度も前篇に記載した通り,各第 1管の
濃度がス トレプ トマイシン (以下 SM)では 16γ/ml,
パ ラアミノサリチル酸 (以下PAS)では 160γ/ml,イ
ソニコチン酸ヒドラジッド(以下 INH)では8γ/ml,
スルフィソキサゾール (以下 SI)は50γ/ml,サイク

















蓑 1 SM,PAS,INH,SIの4割による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)
その1(菌集落の発育を全 く認めない殺菌最低濃度)丁~＼ _
､二キ ミ 二 薬剤作用期間






4 週 8 週
MSC MSC比 MSC MSC比
80 1 10 1
2芸 1 30:;3
1
2.5 1 1.25 1
0.78 0.39
蓑 2 SM,FAS,INH,SIの4剤による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)
その2 (薗集落数50までは殺菌効果あり50以上は殺菌効果なしとした場合)
薬剤作用期間
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表 3 SM,PAS,INH,SIの4割による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/ml)
その3 (菌集落数(+)までは殺菌効果あり(≠),(料)は殺菌効果なしとした場合)




















表 4 SM,PAS,INH,SIの4割による交互併用及び同時併用の殺菌最低濃度 (γ/m )
その4 (薗集落数(≠)までは殺菌効果あり(榊)は殺菌効果なしとした場合)
ミ≡ミ;三一 薬剤作用期間















































表 5 各 併 用 方 式 の 殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)
その5 SM,FAS,INH,SIの4剤による交互併用と同時併用 との比較




























表 6 各 併 用 方 式 の 殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)
その6 SM,PAS,INH,CSの4割による交互併用と同時併用との比較
＼ ＼~ 薬剤作用期間iZ!l





4 週 8 過





0.625 1 0.625 1
0.0313 百亘 0.0313 ㌔ ~4
0.0313 0.0313
表 7 各 併 用 方 式 の 殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)
その7 SM,PAS,INH,PZAの4割による交互併用と同時併用との比較




















































たと同様に,MSC比 (交互併用の MSCを 1と
した場合の同時併用のMSCの比)を考えれば,
この場合の MSC比 は4週では 1/64,8週では




併用の 1/64, 8週間作用で 1/2の濃度で同等
の殺菌作用をもつことを示 している｡
SM+PASと INH+CSとの交互併用では,
義.6の如 く, 4週の MSC は SM 4γ/ml,PAS
40γ/ml,INH 2γ/ml,CS2γ/mlで,8週のそ
れは SM 0.25γ/ml,PAS2.5γ/ml,INH 0.125
γ/ml,CS0.125γ/mlであった｡ SM, PAS,
INH,CS4者同時併用の MSCは4週 も8過 も
等 しく SM 0.0625γ/ml,PAS0.625γ/ml,INH
0.0313γ/ml,CS0.0313γ/mlであった｡ この場
合の MSC比 は4過で 1/64, 8週では 1/4と
なる｡
SM+PASとINH十一PZAとの交互併用のMSC
(表 7)は∴4週で SM 4γ/ml,PAS40γ/ml,
INH 2γ/ml,PZA 7.5γ/ml, 8週では SM 0.25
γ/ml,FAS2.5γ/ml,INH0.125γ/ml,PZA0.469
γ/mlである｡SM･PAS･INH･PZA 4者同時併
用では4週の MSC は SM 0.0625γ/ml,PAS
0.625γ/ml,INH0.0313γ/ml,PZA0.117γ/mlで
8過の MSC もそれぞれ 4週の MSCと等 しか
った｡MSC比 は4週で 1/64,8週で 1/4とな
る｡
SM+PASとINH+TH との交互併用では表
8に示 した様に4週の MSCはSM lγ/ml,PAS
IOγ/ml,INH 0.5γ/ml,TH0.5γ/ml,8過のそれ
は SM0.25γ/ml,PAS2.5γ/ml,INH0.125γ/ml,
殺 菌 最 低 濃 度 (γ/ml)
その8 SM,PAS,INH,TH の4割による交互併用と同時併用との比較
＼-､､--㌔＼＼
















































TH ! 0.5 0.125
各交互併用方式の問で,その殺菌効果を各方
式に共通な薬剤であるところの SM,PAS,INH
の MSC で比較すると, 4週の成績では, TH
を含む交互併用の MSCが他の 3種の交互併用
の MSC の 1/4で最も強い殺菌効果を示 し,
他の3種の交互併用はほぼ等 しい殺菌効果を有
することを示 した｡ 8過の成績では SIを含む
交互併用が最も強い殺菌作用を示 し,その MSC
は他の交互併用のそれの 1/2であった｡他の 3
種の交互併用の問には,差が認め られ な かっ



























































4週の MSC比 は 1/16乃至 1/64で,いづれも
同時併用の方が交互併用よりも著 しく強い殺菌









組合せでは, 8週の MSC比 は 1/2であり,
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非常に弱い殺菌作用 しか認められないという｡













































問 4 週 8 週
併 用 !併 用
交 互 】同 時
併 用 轡 用
SM･PAS･INH･SI 32 2 : 1 2
1 1
sM.PAS.Ⅰ"H'CSj 64 ; 2 2 ∃ 2
1
l












果を示 したo 他の 3種の交互併用の殺菌作用に
はほとんど優劣が認められなかった｡
また4種C/)同時併用の殺菌作用もほぼ同程度
であった｡
(潤筆に臨み御指導を賜った律久間博士に深甚の謝
意を表します)
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